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LD50が 2TJmg/kgであった｡Cのように7TltL:が比較
･的少い関田については DuIIoisl.SdlJの研兜によると

次のJ:うである｡.'iL比和_nによってLiiずる蛇lAは他の

合瞬殺山剤の糊合と柑めて.上く瑚似しているが.作用

継杭柑tUが柁めて如く致死In以下の糊合は数柑 ETU後に

肺 はきれて完全に担1糾する〇一万コ))ンエステラ--L･'

阻止作用については inI,iLroではその作用が他の合

賄殺虫剤の場合とよく似ており.inI,.'voでも襲い阻

止作用を示す｡又生物学的方法で被超した動物の血私

紐紙等の分析した処急速に消滅してゆき.尿中には不

変のま でゝは殆ど排他されないことがわかった｡従っ

て dipterexは動物組織内で急速に分解節超されてゆ

くと考えると詩性が少いこと及び作用継杭時間の突軌､

ことがよく説明できる｡

殺虫作用 :Diptcrcx及びその脱城取生成物のイエ

バエに対する LDIOOは次の皿 りである｡

dipterex 脱塩懲生成物

は触招 0.1y 0.01㍗
食 ilJ 0.03y 0.005γ

又 dipterexを用いてイエバエの100%致死に安する

時間は0.01%で11分,0.001%で24分,0･0001%で

280分であった｡卿 こdipterex,diazinon,malathi-

onを砂矧 こ混入して粒状化し乾燥詔餌を-m製してイ

ェバエをFT]いて享ii性の比較試験を行うた処(70'何れも

0.1%で16時間で99%死滅した｡切に氾皮を市めると

時間を短縮できた｡又これ らの亨''3机の降存試験では,

dipterex,malathionは1ケ月では効力は殆と変ら

ないが,diazinonのみは雌かに効力が減退していた｡

この外年,鶏等の家市小用用として野夕f試験を訪ねて

節 .20 替-】Y

いるが.何れも良好な約兄Ti･柑ている｡又極めて容易

･にi抑托 して肘 r]できるのが特出である｡

又 E.II.lhTJCrSな くJlJは･W.F.a.lrthel等(7,め

分成した0.0-dj.llkyl'1,._1,I.'-trichlor0-1-hydroxy-

L･thylphosph.ltCm5打及び火々の脱胎敢生成物 に

ついて舵抗性及びJf=航抗批イエバエに対する tD50,

及び='ヰプ')のコ')ンエステラーゼの50%附止氾度を

求めている｡
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非披抗性及び庶抗性イエバエにおけるγ-DECの挙動｡

F.R.I3radburyandH.Standen:TheI.lte

dfγ-benzenehe.Yachlorideinnormalan(1resis-

tanthouseflies.Ⅰ･,I.Sci.Food^frr･,6.90-98

(1955).

現在迄放射牲同位元邦にJ:る殺虫剤の抵抗性の関田

の研兜には主 として CHTl)r)Tがmいられていた｡

水和岱は CN を含む γ-71lICを用いて非抵抗性及び

JiITC に拭抗性のイエバエ (MuscadomesLica)の両

:捌こついてy-1mCの挙動を放射化学的方法にJ:つて

研兜した｡ 3J:映万蛇の大要はペ トリ血中の γ-IIIIC

を汝みこませた柑紙上にtJは虫を入れる方法.及び予

め )･MICの柑脱を1iする三ITJ瓶にtJt試山を入れる

方法がとられた｡この処理の後,lrUは (I.Sci.Food.

f̂rr.5,2･-)2(lot-A))に述べたように先ず四肘化災辞書

で沈滞 して狩 られるものを 〝oIJtSide"部分 とし次に

摩細して四塩化炭糸で "inside'部分を抽糾 した｡之

等の抽出物は夫々ペーパークロマトグラフィで宋変化

部分 (yIBHC)と変化部分に分けた｡

之等の試験の結果次のような結論がえられた｡先ず

拭tJLL'性のイエバエでは非抵抗性のものより四塩化炭素

仙Ill物 ('insi(le',"outside"共)中の放射能が少い

ことがわかった｡然しこれ らの抽出物のペーパーク.I,

マトグラフイではその放射性化合物は殆どγ-BHCの

ま でゝあることがわかった｡覇王にこの両種のイエバエ

巾 に吸収された)I-1mCの一部は四塩化炭素で抽出さ
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れぬ水溶性物琴とISり,盲の良は祇碍性のイモバエの

場合の方が多く'然も昆虫を6時間撃虫剤で処理した･

さいは吸収された全 13IICの約50%.に述する.ことが

わかった｡ .(沢田日之)

DDTに王らして生き残ったヒラグ.)クヌストモド
寺の産卵率

LoscltlA0,S.R:RatesofovjpositionofTTi-

boyiu""o'Z/us'Ll''lDt7V,(C｡1C｡pte,a:Tenebri｡ni-

dae)survivingexposuretoresiduesofp-L''-DDT.

Canad.Ent･,87,246-219(1955)

.この論文では,DDTにさらして生き残った ヒラタ

コクヌスモドキ(T,''boliumcol'/usum)の鹿が,どの

様な捌 日数を示すかを調べた｡DJjTの1,3,5,1O,

25%の各班呈皮のアセトン溶液をガラス去両100cmで当

り1ccの割合でぬりつけた容船の中に雌の城山を入れ

32oCで2時ltlu処理した｡10'oQ/,25%の DDT にさら

して生き残った雌の産卵数は,処理後7-25日の別間

に於て減少したが,この様な効米は繕い没既1,.13,5%

の批正に亭らして生き残った雌ではみられなかった｡

･しかし57'のDDTに1時間さらして生き残つ1.;雌に

於ても,さらしてから4日臥 特に第1日日･の産卵数

が処理しなかったものに比べて少なかった｡それ故に

DDTで処理した場合のこの様な産卵数の城少は,ヒ

ラタコクiiストモドキの個体数の上即ほ おくらせるの

に火際的な忠妹をもっており.DDTで駆除する場合

に光亡によるよりも大きな効果をもっているかもしれ

ないと約諭している｡ (前田 班)

ノシネマイマイおよびマイ与イガの雌の性玩引物質

の確による特異性

ScIIWmCJi',I;FTeilandversuchezurFrageder

欝 20 巻-1†･

Artsp.ezifitat des Weiblichen SexualstoLres

derNonne(Lylnal,Lria lJ10qa申aL.).･und des

Sch､V叩 mSpinners(Lyモ〝alll.,iadis♪arL.)Zeit.

Ang･Ent･,.37,319-357(llJ55)

これまで蛾の雌の性誘引物矧 ま種によって特只的で

あって,同じ柾の雄だけに作用するように考えられて

きたが,これに対する実験的な仕執まほとんどなかっ

た.GiiRNITZ(19fJ)は野外での実験紙果から,マイ

マイガ(LyグuZntn'adL-spar)の誘引物矧 ま同属円の柾

には共通であるが,ノンネマ,jマイ(L･monacha)の

ものはそれに対してこの粒にJaiって飽くものであると

結論している｡著者はたまたまMiinchen近郊に両税

.の発生がみられたのを機会に,この関税をもつと豊富

な材料で再校対した｡

ノンネマイマイが蝕甜発生しているトウヒの森で,

とりもらを塗った捕班坂に金網範をとりつけ,その中

にノンネマイマイの雌を入れたもの (M).マイマイガ

の雌を入れたもの (D),及び何も入れないもの (L)

.を設けて,,ノンネマイマイの雌の飛来数を誹花王したと

ころ,ll捕雌板当M で32.9頭,Dでは52.8弧 L

で4.9Wlの雄が捕えられた｡この結果は明らかにマイ

マイガのf脚こよるノンネマイマイの雄の誘引が起った

l

数のノンネマイマイの居る逆の地域 (ばだい樹の並木

近)での調査に於いては,同じようにしてノンネマイ

マイの恥 こよるマイマイガの雄の誘引が認められT:｡

誘引物質の柾による特殊性はこれまで招じられてい

たように絶対的なものではないことがわかったが,令

後は,行劫の実験,磁気生理学及び誘引物只の抽出物

を組合わせた方法によって.柾またはId間に於ける誘

引物質及び雄の感受性の男的及び虫的な相違の光明に

向かわぬばならないと結んでいる. (B!見締出)
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